
開発の歴史
HISTORY

港北ニュータウンのおいたち

昭和30年代後半から昭和40年代にか

けての急速な高度経済成長の波は､私

たちに多大な利益と生活水準の向上を

もたらした一方､日本各地では無秩序

な乱開発による自然破壊という事態も

招きました.当時この自然破壊の波は､

現在の港北ニュータウン周辺にまでお

よび､乱開発の手が急速に迫りつつあ

りました｡

そこで横浜市は､豊かな自然に満ち

たこの地域の乱開発を未然に防ぐため､

計画的に人口を誘導し､都市と虚業が

調和 した新 しい街づくりに取り組む

ことになったのです.これが港北ニュ

ータウン誕生のいきさつですO

●港北ニュータウン航空写実

平成7年5月 平成7年5月

港北ニュータウンまちづくり年表

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1965年
(昭和40年)

66年
(昭和41年)

67年
(昭和42年)

68年
(昭和43年)

69年
(昭和44年)

ii 凱 =ユ_タウン蒜別 離 給 発足

●
市に港北ニュータウン建投群発足

●
横浜市が6大事業を発表 ①都心鉢強化事業②金沢地区先埋立事蕪③港北ニュータウン捷投事業

債)高速鉄道建投事業(釘高速道路網漣臣事集(勤横浜讃ペイフリッジ連投事業
●

ll 市が批 ユ~タウン帽 を地元に桝 .

●
連投大臣､公団へ土地区画SE理事蕪の特許

●
公団が港北ニュータウン閲矧こ同意
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開発の歴史
HISTORY

港北=ユ-タウン街づくり年表

1月 2月 3月 4月

1970年
(昭和45年)

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
●

公団が基本好打に書手

71年 ● ■l

(昭和46年) 市が讃北ニュータウン基本構想を
開発対策協n会と公団に呪明

72年 ● ●

(昭和47年)市と公団が創ヒニュータウン基本投打を 市と公Eml港北ニュータウン
開発対策協書芸に択明 美本際計を地元に艶明

73年 ●

(昭和48年) 港北ニュータウン開発奄沈会発足

74年
(昭和49年)

75年 ●

(昭和50年) 土地区画整理帯gI会発足

76年

'BW 51年' l
77年
(昭和52年)

78年 ●

(昭和53年) 第1地区仮換地の供轄開始

79年 ●
(昭和54年) 市営地下鉄3号繰事業免許取得

1980年 ●
(昭和55年) 市営地下鉄3号線

(横浜一新横浜間)超=式

81年
(昭和56年)

82年
(昭和57年)

83年
(昭和58年)

84年
(昭和59年)

85年
(昭和60年)

ll:l
●

連投大臣わⅦ桁規程･事集計酉を認可
;岳成=事有事

●

新羽 大flRJL薬専用地区Jl工

(昭和47年10月竣工)

進む造成工事

●

漕北ニュータウン事業推進連接t畠!弗会発足
(開発対策協!丘会を改組)

● ●

市がセンター開発対策室投Zl 第2地区仮換地a)供垢掲始

〉巷北ニュータウン開発者放会

● ●
川和中学校開校 せせらぎ公園､

日本都市計画学会茶菓2t

● ●

茅ケl勾中学校開校 タウンセンター予定地造成=事書手

日本都市計画学会★を壁暮したせせらぎ公園●●

第2地区第l次供用開始 第2地区集合蛙宅第1次入居開始 荏fE]爾小学校開校/荏EE南中学校開校
(約100ha) J(ス招扱bT2系統開通/荏田近隣センターオープン 荏EE]乗第一小学校開校

●

第2地区第l国電均分顎
(30酉地)

86年 ●
(昭和61年) 川和富士公園開園

87年
(昭和62年)

88年
(昭和63年)

●

書ケ谷公園開園

●

現地公園開園

●

荏田南幼稚園開園

89年 ●
(平成元年) (a)港北都市開発センター臣立

1990年 ●

(平成2年) 兼l地区街びらき/中川西小学収筒較
中川西中学校開校

91年
(平成3年)

●
都荊ふれあいの丘オープン

●

第l回漕北ニュータウンまつり
以後毎年開催

●

民間集合住宅入居開始

●

川和駅前共同化ビルオープン

●
タウンセンター共同化虎猫街区
開発推進会発足

横浜市高速鉄道の開通式

● ● ●

タウンセンター開発推進協班会発足 東京横浜ドイツ学閥開校 タウンセンター開運地区

92年 :! ● ●

(平成4年) 港北ニュータウン行政サービスセンター開校 港北ニュータウン熱供給(8)設立

93年 ● ●

(平成5年) 港北ニュータウン 横浜市高速鉄道3号擦脚遇

(認諾 街つく｡指掛 慧 刺 ､棚 訪 ,鰍 糊 校 ! "

95年. . 公団靴 で 局舎排

(平成7年) 横浜市歴史博物的 ZE 港北中央地区土地区酉 第3京浜ii招･都RIC間葉/センター]棚 前広場開設/都訳区稔合庁舎第3京浜ii招･都筑1C間葉/センター北駅前広場開!臣/都訳区稔合庁舎聞役

整絹促進協調会発足

Il
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●

行政区再妬成により
｢都訳区｣が誕生
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街づくりトピックスTOPICS

西南東急百貨店､阪急百貨店が相次いで出店を決定｡
早ければ96年春にも一部開業の予定
着々と21世紀の街づ くりが進む､

港北ニュータウンO住宅､業務施設の

建設とともに､ここにならす人々の生

活を支え､賑わいの中心となる商業施

設の計画も進行中ですO

街づくりの中心となるタウンセンタ

ー地区では､95年9月現在､2店舗の大

型商業施設の進出が決定しています｡

まず､港北二ュ-タウンへの出店をい

ち早く決めたのが東急クループの西南

乗急百貨店 (本社 ･横浜市青葉区)0

横浜市高速鉄道 ･センター南駅前に出

店を計画しており､95年中には着工す

る予定O早ければ96年春頃の一部開業

をめざしています (97年度中には全面

開業の予定)｡同百貨店は､たまプラー

ザ店など横浜市北部に店舗を出店して

おり､周辺の地元ではお馴染みの店舗｡

搾北ニュータウン手刀の大型商業施設と

して､大きな期待が寄せられています0

-万､センタ-北駅前にはデパ- 卜

業界の老酬 阪急百貨店 (本社 大阪

府大阪市)が進出を決定095年7月に

正式決定をしたばかりで具体的な計画

は検討中ですが､1,500台収容の大型駐

車場を備えた､郊外型の大型店舗にな

る予定｡1999年度頃の開店をめざして

います｡

初の本格的商業施設､西南東急百貨店が出店を決
めたタウンセンター第2地区(センタ-南駅前)
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事業概要
OUTLINEOFBUSINESS

住宅･都市整備公団の
街づくり･住まいづくり事業
住宅 ･都市整備公団では､大都市地

域 において総合的な都市環境､居住環

境づ くりをめ ざし､住宅 ･宅地の供給

と都市の整備 を推進 しています｡

その事業内容 は､中堅労働者 に対す

る適正な負担による良質な住宅の供給

をは じめ､複合多機能都市の建設､都

市再開発､鉄道の整備なと多岐 におよ

●公共事業インデックス

●ストックの改善活用

既存のず貨住宅の建替事業､増築､住戸内
設備改善などを進め.居住水準の向上､よ
り快適な居住環境の確保を由っています｡

び ､豊 かな生活環境 の実現 に向 けて

日々､努力を続けています｡

街づ くり ･住 まいづ くりの リーダ-

として､社会 ･経済 ･市民生活の動向､

ニーズを的確 に捉 えながらヒューマ ン

な衝づ くり､住 まいづ くりに取 り組ん

でいます｡

+多様な住宅の供給

住宅に対する二-ズの多様化､個性化､高
度化に対応した新しい都市住宅つくりを進
めるとともに､住宅の基本性能の充実や美
しい街なみつくりに取り組んでいます.

おもな推進事業項目

●中堅勤労者に対する適正な負担による良質

な住宅の供給

●地域の発展に資する多様な機能を有する街

づくり

●業務核都市の整備など広域的､かつ大規模

な都市整備

●計画的な街づくりと一体となった良質な住

宅 ･宅地の供給

●居住水準の向上を図るための既存賃貸住宅

の改善活用

●高齢化社会への対応など新たな課題に対応

した街づくり･住まいづくり

●都市再開発の推進

多様な事業手法を駆使し､地方公共EZl体
や地域住民の方々と協力した快適な住ま
いづくり､街づくりを進めています｡

●象Ej･居住者サービス

年 増々加する住宅など ●稚合多織能型の
の管理体制を充実させ､

慧禦 .LSI,=%呈,ti慧 総合的な住環境 部警 三宝Dbつべき

:,･.' ∴ ~二 三 品蒜 ';lS2'bn I. '･'∴
合し､地域の活性化に
役立つ､新時代にふさ
わしい魅力ある街つく
りを進めています｡

●fEE市公園の立t帝

都市のアメニティを富めるとともに､
人々に憩いの鳩を提供するため､公園や
楕設を建設しています｡

●鉄道の整備

快適な居住環境つくりのため､居住者の
足を確保する鉄道の建設を行っています｡

●公共公益施設のSE備

街づくり･住まいづくりにあわせて､良好
な住環境や地域コミュ二テ1･の形成をEaる
公共公益施設の整備に力を入れています.



[3]
事業概要
OUTLINEOFBUSINESS

公団の街づくり､住まいづくりの実績

●宅地供給面f*ll,400ha

公田がはこれまでに的11,400haの宅地を供揺 しています｡

●住宅供指数と 公田が施行した住宅の総戸数は約134万戸.

脚 数との雌 話 芸諾ぎ詣 深 雪篭等警 を上剛 ､揮
l蓋戸数

1341575戸(22011戸)

分は住宅
261939戸
(6,700戸)

7貨用特定

JLITIJ至
352.954P
(7024剤

'&讃住等
726682戸
(8287戸)

公田の供給戸数
()Li千山車Atk姶戸Bで内8

+都市再開発事羊 (主要4事業手法)の施工地区故の推移
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●辞市聞矧=お[}る事#手法別施行面捕35,800ha 鰍 7細 福相年産哲相手丘 等f:61相 早成2相 平か年度平成6棚

公EZlは約35,800ha(事典施行中を含t.)の 都市開発を行っており､これらの事集は土地区画
整理事集等の手法により実施されています ｡

データは平成6年3月31日現在 です｡

●地方公共Eg体から委FE;された公ESlの投計 ･=事箇所数の推移
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立地条件LOCATION&POSITIONING

東京､横浜の都心と結びついた
ハイレベルな交通ネットワークが魅力

恵まれた立地条件

横浜市部王完区内にひろがる港北ニュ

ータウンは､横浜市の中心部から北北

西へ約12km､東京都心から南西へ約

25kmの地点に位置しています｡

ニュータウン内には横浜へダイレク

トに結ぶ横浜市高速鉄道3号線が開

通 しており､東海道新幹線 ･JR横浜

線 ･釆急東横線 ･東急田園都市線の各

駅と接続｡東京や横浜方面への通勤 ･

通学 買物にとても便利な環境が整っ

ています｡

=ユ-タウンの交通環境

●鉄道

ニュータウン内には横浜市高速鉄道3

号線 (田園都市線あざみ野-ニュータ

ウン-横浜-戸塚間)が走っており､

中川 ･センタ-北 ･センタ-南 ･仲町

台の4駅が設けられています｡

また､横浜4号線 (東急東横線El吉

-ニュータウン～JR横浜線中山方面)

も計画中です｡

●パス
ニュータウン内､および近隣の鉄道

駅を起点に､駅勢国を考臆 して運行ル

ー トが設定されています｡現在､ニュ

ータウンからのアクセスとして､横浜

市営バスが13系統運行 されていますO

また､東急バスによる便も逆行されて

いますO

●道持

周辺には東名高速道路､国道246号､

第3京浜道路が走 り､ニュ-タウンに

●首都圏における港北ニュータウンの位ZE

隣接 して第3京浜道路 都筑ICが､南 新横浜･元石川娘

西約3kmには第3京浜道路 ･港北ICが

ありますOまた､平成9年度には東名

高速道路 ･横浜緑lCが開設される予定

です｡

港北ニュータウンタウンセンターEL空写夫(平成7科膨)

●東京都′む部･横浜私心者への富まれた鉄道交通の
アクセス(センター北駅を起点にした場合)

大手町へ45分(市営3号頒～田園都市線一営団半長門扱)
.血は乗り入れ

新 宿へ39分(市営3号繰～田Eg都市繰～JR山手線)
渋 谷へ29分(市営3号繰-田園都市線)
横 浜へ23分(市営3号線)
新横浜へ12分(市営3号線)讃乗りか1 待ち時間は含みません

横 浜市 高 速 鉄 道
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立地背景LOCATION&POSITl0NING

首都圏の"業務核"として､
横浜の副都心形成を担う

横浜の副都心･港北ニュータウン

人口300万人を超える巨大都市であ

りながら東京都心への依存度が高い横

浜市では,このような一極集中型の都

市構造を足正した､自立性の高い都市

づくりをめざしています｡

首都圏の都市機能の-累を担うこと

をめざした横浜市の兼務核都市づくり

は､横浜都心部､新横浜第2都心､そ

れを取り囲む4つの副都心を中心にし

て行われています｡

横浜fITの6大ホ柴に位置づけられて

いる港北ニュータウンは副都心のひと

つとして､光琳､蘭業､文化など都市

機能のllB税を匡Iり､首都圏城の`̀業務核"

として羽ばたこうとしています｡

●横浜市の6大事業

①都心瓢強化事集

②金沢地区先埋立事業

③港北ニュータウン建設事兼

⑥高速鉄道建投手蕪

①高速道路網建設事業

⑥横浜ベイフリンジ建設幸美
(昭抑40年発秦)

横浜にふさわしい都市像をめざして

相見､上大岡､戸塚とならぷ横浜の

副都心 ･港北ニュータウンが果たす役

割としては､おもに以下の点が挙げら

れます｡

①横浜市高速鉄道3号､4号線の整備

(参第3京浜道路､東名高速道路とのア

クセス向上

③外国企業や外国人学校の誘致による

国際性の向上

⑥教育施設や研究機関､高度な業務棟

能の導入

⑤情報化の一環としてのCATV導入

⑥業臥 商業､文化機能の言十画的立地

誘導

これらを実現させることで業務核と

しての役割を也うとともに､国際文化

都市 ･横浜にふさわしい都市像をめざ

しています｡

●茶托核都市をめざす横浜市の将来像

ニュータウン内にある列El入学収･東尉1浜ドイツ学園

あざみ野～ニュータウン～横浜～戸塚を結ぶ
横浜市高速鉄道3号根

企業の研究所なども数多く立地

CATVのir人で情報機能も強化
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開発理念
CONCEPTS&VISJONS

人問と自然の共生に､
都市機能が調和した街づくり

明確な理念と方針に基づいて開発

総面積約2,530ha､計画人口約30万

人をめざす港北ニュータウンの開発は､

横浜市が掲げた次の3つの基本理念に則

って行われています｡

(か乱開発の防止

②都市農業の確立

(彰市民参加の街づくり

この基本理念を受け､公団では次の4

つの開発方針を策定しました｡

①緑の環境を最大限に保存する街つくり

② "ふるさt"をしのばせる街つくり

③安全な街つくり

(彰高い水準のサービスが得られる街つ

くり

こうした理念と方針に基づき､自然

環境を最大限に活 した街づくりがスタ

ー ト｡その後､社会経済環境が大きく

変化するなかで､ニュータウンの活性

化と均衡のとれた地域ネ｣会の形成を目

的に､｢業務核都市形成に寄与する多

機能複合的な街つくり｣を基本理念に

加えて､事業が進められています｡

街づくりには市民も積極的に参加

横浜市の基本理念の1つである ｢市

民参加の祷づくり｣を実現するため､

地元と市､公団の3者をつなぐ ｢港北

ニュータウン事業推進連絡協議会｣と

いう組織が設けられています｡

この協議会では3着が意思疎通を図

りながら開発計画､造成工事など､事

6写==芸

●計画面積と三十画人ロ

地区名 事井の種類土地区画整理事策 施行主体 ー｢画面鞭1.317ha ET画人口220.000̂

既開発地区 市及び民間 67ha)80.000̂300,000人

Bt薬専用地区土地改良事業 土地改良組合 230ha

●公EZl施行地区の計画人口

業実施にともなう諸問題の協議を行い､

実 りある解決を導き出 していま

すO港北ニュ-タウンの開発に

当たっては地元の意見が随所に

中川駅前センター

●横浜市港北ニュータウン事集推進連絡協経会組織図

iJ AI芸■

←･･ -

尊重 ･反映されており､市､公団 A温

とともに市民が参加した街づくりが進

められています｡
由 由 一由 由
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多機能複合都市
MULTIFUNCTIONALINTEGRATEDClTY

高度な都市機能を集積｡
多様なニ｢ズに対応できる街

港北ニュータウンは､ニュ-タウン

内で ｢住み｣｢働き｣｢学び｣｢憩う｣
ことができる多機能複合都市の建設を

めざしています｡

恵まれた自然環境と優れた立地条件

を背景に､住宅をはじめ､商業､業務､

企業､研究所､教育､文化､医療なと

の各施設､充実した交通 ･通信網を整

備することで､多様かつ高度な都市機

能を躯欄｡タウンセンター､駅前セン

ター､近隣センターを中心に､住宅や

郡市機能を担う各種施設が計画的に配

置されます｡

国際化 情報化の流れにも対応し､

住む人の多様なニーズに応えられる港

北ニュータウン｡従来のベッドタウン

とは異なった､21世紀にふさわしい先

進の簡づ く

りです｡
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オ-プンスペース計画
OPENSPACE

港北の自然を最大限に活用する
グリーン･マトリックス･システム

●オープンスペース計画図

-∴ _

開発の基本方針の1つである ｢緑の

環境を最大限に保存する街づくり｣

を実現するため､港北二ュ-タウンで

は旧来の貿重な緑の資源を､緑道や歩

行者専用道路と結びつけながら体系化

する ｢グリーン ･マトリノクス･シス

テム｣を採用しています｡

ニュータウン内には公園 ･住宅 ･各

種施設用地内の保存緑地､緑地で構成

されたオ-プンスペース､神社 ･仏閣

の樹木､屋敷林なと､緑の資源が豊富

に残されています｡グリ-ン.マトリ

ックス･システムは､これら緑の資源

を効果的に活用するとともに､都市の

防災対策にも役立つよう

配慮されている点が特色

です｡

保存接地を効果的L:活用して住棟を配aEしています

幹線道路沿いの保

存緑地は､住棟と

の緩衝地帯として

も機能しています
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オープンスペース計画OPENSPACE

港北の自然を最大限に活用する､さまざまな取り組み

保存緑地

総両横約34万3千mzにもおよぶニュ

ータウン内の保存林｡港北の既存林で

あるクヌギやコナラなどの林を最大限

に保全 ･活用することにより､港北ニ

ュータウンの "ふるさと'●をしのばせ

る景観の創出にも寄与しています｡

●グリーン･マトリックス･システムの8R念

ニュータウン内には緑地が計画的に保存され､豊かな白,%の景観が形成されています

/芸慧畠讐 欝 冒認 禁 =害鳥 すO 公園･緑道

せせらぎ計画

緑道脇に水路を設けて水を流し､公

園に池を配置する ｢せせらぎ計画｣Dニ

ュータウン内には6つの水系とこれに付

帯する池が設定され､｢水｣と ｢緑｣が

一体となった､うるおいの空間が創ら

れています｡

総延長約5kmにわたるせせらぎは､

苦の谷戸景観のイメ-ジを大柾目こし､

水辺の生物が息づけるように配慮｡す

でにトンボやアメンボ､小魚などが多

数生息しています｡

せせらぎの水流は人工的な通水では

なく､自然湧水､自然流下を活用して

いるのが特徴o自然の水循環が再現さ

れています｡

●都市機能と共存するせせらぎのル-ト

ニュ-タウン内には総合公園1ヵ所､

地区公園4ヵ所､近隣公園15ヵ所､街

区公園65カ所が用意されており､いず

れも自然の地形や緑を活かしたスペー

スとなっています｡

また､クリーン･マトリックスの骨

格となる緑道は､各オ-プンスペース

を結ぶ有機的なネットワークを桝成し

ています｡その総延長は約145km｡緑

道脇に自然水が流れる ｢せせらぎ｣が

配されている区間もありますO

既存林には自然と親しめる小道が残さ
れています

｢鼠｣と｢水｣が一体となった美しい自然空間が
実現されています

せせらぎのルートが道路と交差する場合は､サイフオンの原理で地下水路により水を横断させています

発行/1995年9月
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道路計画
TRANSPORTAllONSYSTEM

広域的な交通の確保と
人と住環境に配慮した道路計画

住民の散策路として親しまれているコミュニティ道路

広域道路計画

港北ニュータウンは東名高速道路､̀
国道246号､第3京浜道路などの主要

幹線道路に囲まれていますO直近には

港北ニュータウンと直結した第3京浜

道路の都筑ICが開設されており､広
域的な道路交通網が確保されていますO

これらとニュータウンを結ぶ道路とし

て東西に3本､南北に5本の都市計画

道路を配しています｡

地区内道満計画

ニュータウン内の道路計画は､通過

交通を受け持つ ｢幹線道路｣､区域内

の交通を目的とした ｢区画道路｣､住

宅地やセンター地区､学校､公園､駅

などをきめ細かく結ぶ ｢歩行者専用道

路｣により構成されています｡

道路の計画にあたっては､幹線道路

では区間によって掘割式を採用したり､

区画道路では通過交通が入り込まない

よう原則としてU字型の道路パターン

とするなど､周辺の住環境に十分な配

慮がなされています｡

また､歩行者専用道路は主要地点に

広場を設けたり､歩行者と車が共生で

きるコミュニティ道路 (詳しくは裏面

を参照)を設定するなど､安全で快適

な歩行者空間が確保されています｡
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道路計画
TRANSPORTATl0NSYSTEIvt

歩行者と串が共生するコミュニティ道路

｢コミュニティ道路｣とは､これま

での道路にない発想に基づいた人間本

位の快適な "みち空間"のこと｡住宅

地の区画道路と歩行者専用道路が並行

する一部区間で両者の境界をなくし､

人と車が共生できる仕組みになってい

るのが特徴です｡

歩行者には安全で自由な動線を確保

する一方､走行車に対しては､車道部分

を蛇行させたり､要所の舗装を凹凸の

ある石材に変えることで運転手に減速

を意識させる追づくりとなっていますD

コミュニティ道路は生活に密着した

"庭的道路空間''をも意識しており､道

路空間と住宅敷地空間が敵合 した設計 ●道路と宅地との関係

が施されています｡これにより周辺住

民の共有空間として意識 され､草木の

手入れや清掃などに住民が概極的に参

加することで､より豊かな道路空間と

なることが期待されていますo

ニュータウン内にはこうしたコミュ

ニティ道路が36ルー ト､総延長49km

にわたり計画されており､整備が進め

られています｡

コミュニティ道路の役割

(D歩車道の融合による広幅員化によっ

て､歩行者のゆとり空間を確保でき

ます｡

②生活に密着した"庭的道路空間川と

して演出することで､周辺住民のコ

ミュニティ意識を育成できます｡

(》コミュニティ道路を緑の植栽で演出

することで､緑道景域から外れた独

立住宅地にも｢掠豊かな翁づくり｣
が可能になります｡

民地の緑と公共の緑が連続することで､庭的道路空間 舗装ネオの変化や曲線の採用で,車に流速効果を与えます 随所に休憩スペースを設け､住民にコミュニティの場

住区内の歩辛融合道路計画 [二二コ歩･F払舎講指
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センターの街づくり
URBANC【NTERS

地域の拠点となる
セ ン タ ー 計 画

ニュ-タウン内には､横浜市北部､

およびその周辺の首都圏城を商圏とし

た ｢タウンセンタ-｣を中心に､駅勢

圏を対毅とした ｢駅前センタ-｣､日常

の買い物など利便性を確保するための

｢近隣センタ-｣が配置されていますO

各センターは機能を分担 しながら､

魅力的な研つくりを展開しています.

●タウンセンター (2カ所)
センタ-北､センタ-南の両鉄道駅

を中心に展開Oニュータウンの中心に

位置 し､開発総面桜は約73haにおよび

ますD横浜の ｢副都心｣機能と首都圏

能を併せ持ち､商業､業務､

サービス､文化施設が集積する､ニュ

ータウンのシンボル的なエリアとなる

予定です｡

●ER前センター (4カ所)
横浜市高速鉄道3号線中川駅､仲町

台駅､そして将来開通予定の横浜4号

線の新駅 (2駅)を中心に展開する､

駅勢圏を対象にしたセンターO中川駅

前､仲町台駅前センタ-では､それぞ

れ ｢ネオ ロマンティック｣｢ネオ ･ク
ラシック｣をテーマに､特徴ある術つ

います｡

●近隣センター (6カ所)

日常生活の利便性を確保するための､

住民にもっとも身近なセンター.スー

パーや小売店､郵便局なとが立ち並び､

タウンセンター､駅前センタ-を補完

する地域密着型のセンターとして機能

します｡

No.センタ一名 宅地面7* 用途地域 建ぺい率 響稚宰 高度地区

託1地区 1中川駅前 5.1ha 近隣商業 80% 400% 第4確

住居 60% 200% 第3種

2北山田駅前 3_aha 近隣南桑 80% 400% 第4種

3牛久保近隣 1.1ha 住専 60% 150% 第2種

4東山田近紫 1.1ha 住専 60% 150% 第2種

第2地区 5川和駅前 4.2ha 近隣商業 80% 400% 第4種

6仲町台新前 6.7ha 近隣商業 80% 400% 第4億

住居 60% 200% 第3種

7荏田近憐 1.Oha 住専 60% 150% 第2種

8佐江戸近隣 0ー5ha 住専 60% 150% 第2種

9茅ヶ崎近洪 3_2ha 住居 60% 200% 第3碓
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センターの街づくり
URBANCENTERS

基盤整備工事ドキュメント

港北ニュータウンの街づくりの骨格

を担うタウンセンターを中心に､基盤

整備工串の様子を紹介します｡

●大規模基地 Ct工事が施され1tおもな地点

大規模擁壁工事

都市計画道路/佐江戸 ･北山田線で

は､センター北部!米側付近で最大高さ

18m､延長220mにおよぷ道路擁壁工事

を行いました｡この付近は国指定の迫

跡があり､背面の掘削が不可

能なため逆L式アンカー工法

を採用｡周辺環境と調和した

景観設計を施しています｡

地下駐車場

センター北 (第1地区)､センター南

(第2地区)広場には駐車場が設置され

ます｡この駐車場は限られたスペース

を有効活用するために､フラットスラ

ブ構造を採用｡両地区とも地下2層構

造で､合計約1,100台収容が可能です｡

●蜘 冠ⅢmI8m ｢

- J'完成予想パース

共同溝

電柱と電線のない､すっきりとした

街なみを実現するための共同粥｡タウ

ンセンターでは､モLi気､電話､CATV

のケーブル､熱供給､水道などの配管

を一括収容する共同粥の敷設工事が施

されています｡共同粥の総延長は､第

1地区で約700m､第2地区で約1,300m
におよびます｡

/ -
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複合機能集積･住宅
COMPLEXZONING/RESに)ENCE

ライフスタイルと街なみにマッチした

多様な住宅を供給
職･住機能を融合させた港北ニュー

タウンでは､多機能禎合都市にふさわ

しい多様な住宅を供給していますD

●一般住宅地

港北ニュータウンの中でも､最も広

い面積を占めているのが一般住宅地で

す｡住宅地の中には通過交通が入り込

まないような道路設計になっており､

また､区画割は原則として各戸180m7以

上を基本としており､良好な住環境を

確保するよう計画されていますO

また､一部の地区では､住民の自主

的な努力によって建築協定を締結し､

住みやすい良好な環境の街づくりを実

現しています｡

●暮合住宅

公EZ]･公社 ･市営などの公的集合住

宅や民間集合住宅など､多様な事菜主

体によって特徴ある質の高い住宅供給

が行われています｡

集合住宅は周辺の街なみ形成を誘導

していく役割も担っており､公的集合

住宅の場合は､おもに斜面の保存樹木

林を含んだ形で台地上に配'E｡建物と

緑の融和による景観形成に配慮がなさ

れています｡

また､港北ニュータウンでは高齢者

に対応した住環境の整備にも取り組ん

でおり､昭和63年には民間による都市

型ケア付き住宅の入居が開始されてい

ます｡さらに平成7年には住宅 ･都市

整備公団による全国初のシニア住宅が

建設されています｡
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複合機能集積･企業
COMPLEXZONING/ENTERPRISE

国内外の有力企業が多数進出

東京､横浜の都心部からの優れた交

通アクセス､そして豊かな自然環境に

意まれた港北ニュ-タウンには､職 ･

住機能が融合する多機能複合都市にふ

さわしい一流先端企巣が数多く進出し

ています｡

ニュータウン周辺には白山ハイテク

パーク､テクノウェイブ100､マイコン

シティ､森の里､かながわサイエンス

パークなど､研究開発施設の集積地が

きわめて至近にひかえており､こうし

る街｣として機能をはじめていますO

慰まれた喋鳩の下､新時代に向けた

ビジネスの桝点として期待が高まる港

北ニュータウン｡先安冶企業が立地する､

21世紀に向けた新たなフィール ドとし

て注目を挑めています｡

港北ニュータウン内の企業施設

●おもな分甜粂件

1 掩投の建世燕携 (3年以内)

2 目的外使用の制限

3 転売などの禁止

4 即時または3年以内の土地代金支払い

●進出企#一笑
0リコー(研究所)
○デュポンジャパンリミテッド(研究所)
○ナムコ(研究所)
○伊藤忠繍事 (tXセンター)
〇日産生命 (研催所)
OEl封産井 (研催所)
0フェスト(本社･研究所)
0メトロ自動車 (営#所)
○ソディック(研究･研拝所)
⑬トーヨコ(研究所)
0イ-ストマン･コダノクジヤITン(研究所)
◎テ7ク電子 (耕せ所)
◎東芝エレベータテクノス(研修所)
◎スズキ(研究所)
◎匡l研 (本社･研究所)
◎三筆書dE(事准所)
0オンワード撞山 (研究･研任所)
◎アイネス(研究所)
◎ボッシュ(研究所)
◎日本石油 (研催所)
⑳日立製作所 (研究所)
◎SRA (研究所)
◎日本住f*報交流センター
⑳京セラ(研究所)
◎日本オリベッティ(研究所)
◎東京紙浜ドイソ学園
◎洗足学園
◎サカタのタネ (本社)
◎チェースマンハンクン銀行 (事株所)
◎新日本気象海洋 (研究所)
◎套プE3モーション(事粍所)
◎住宅･都市整備公団 (研修所)
◎サレシオ学院
◎東京;75器 (本社･研究所)
◎日産プリンス神奈川版禿 (手持所)
◎ニコル.レ-シンク･ジャパン(事携所)
◎クリエ-トメディソク(本社)
◎フォード自動車(研究所)
◎快漢市室内水泳地積鳩
◎武載エ♯大学
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コミュニティ
AMENllY&FACILmES

実りある豊かな暮らしを築くために

ニュータウン内にはハイレベルな暮

らしを支える生活基盤が多数計画され

ており､その一部はコミ

ュニティの拠点としてす

でに稼働を始めていま

す｡また､ニュータウン

に点在する各種オープン

スペ-スや､港北の歴史

の面影を伝える神社 ･仏

閣などもコミュニティの

拠点としての役割を果た

しています.

コミュニティの舞台は

施設だけにとどまりませ

ん｡ニュータウンに進出

している企業では会議室

やホール､テニスコートの一般開放に

より地元との交流を図っているはか､

昭和60年より毎年行われている ｢港

北ニュータウンまつり｣は､コミュニ

ティ形成に欠かせない行事として定着

しています｡企業,学校､住民､そし

て行政が手を取り合って､コミュニテ

ィ形成のためにさまざまな取り組みを

展開しています｡
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コミュニティ
A州ENITY&FAClLITIES

充実した生活基盤が育む魅力ある街の風景

教育施設

ニュータウン内には小学校

22校 (うち8校開校)､中学

校12校 (4校開校)､高等学

校3校 (全校開校)が計画さ

れており､コミュニティの拠

点として学校開放やさまざま

な地域行事の場となることが

期待されています｡

神社･仏閣

ニュータウンには多数の文化財や神

社 ･仏閣が点在しており､昔の面影を

いまに伝える貴重なコミュニティ空間

を形成しています｡これらは歩行者専

用道路などで結ばれています｡

正覚寺

都筑ふれあいの丘

古民家 (せせらぎ公園内)

荏田南小学校

公共サービス施設

北部工場に隣接した ｢都筑ふれあい

の丘｣には､ごみ焼却の余熱を利用し

た温水プールをはじめ､地区センタ-､

障害者研修保革センタ-､老人福祉セ

ンターが併設されており､ニュータウ

ンのみならず広域なコミュニティの拠

点として機能しています｡このほか市

民文化ホール､地区センターなど､数

多くのコミュニティ施設が計画されて

います｡

都筑ふれあいの丘 温水プール

# '壷光二ユニ示っi面 割 t=ユ-タウンまつ｡
B5 昭和60年に催されて以来､横浜市北

ン巷北二ュ-タウンまつり

部最大のイへントとして定着している

｢港北ニュータウンまつり｣.地域の連

帯感を強め､新しいふるさとづくりの

契機となることを目的に､地元住民､

企菜､各種団体､行政などが企画 運

営をして､毎年盛大に行われています｡

発行/1995年9日
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タウンセンターOUTLINE

言十画の概要

首都圏でもっとも魅力ある

都市空問を創造
タウンセンターとは､大規模な商業
業務施設を核に､人々が集い､生酒
文化の情報発信拠点となる都市機能が
トータルに集積した街｡首都圏全域を
視野に入れ､想定100万人という
広大な商圏をパッククラウンドに
総面横73ha､就業人口5万人を見込む
都市つくりの計画が進められています｡
21世紀に向けた魅力ある都市をめざ

しているタウンセンターは､以下の4つ

の理念に基づいて建設されますD

①多機能複合に基つく広域拠点の形成

商業 業務 文化などの多様な機能

形態が袴合する､首都圏まで視野に入

れた H広域的拠点"をめざします｡

②生活･文化の情報発信拠点の形成

知的 文化的消資を支える生活文化

拠点として､情報発信性の高い "洗練

●マスタ-フラン･土地利用計画Bl

●タウンセンター完成イメージ横型

-苛 ㌢ 干_悪

されたセンター''をめざし

ますO

(勤高度の都心性と自然性を備えたセン

ターの形成

都市的アメニティと自然的アメニテ

ィの両方を祁ね肺えた､これまでの都心

にないゆったりとした "自然が息つく

快適なセンター"をめざしますO

④個性豊かで自己主張をもつセンター

の形 成

●タウンセンターの摂要
1 地区面捕 728ha

(第1地区278ha/第2地区450ha)

2 両横内訳

公 共用地(30.lha)

宅 1也(42.7ha) 鉄iE用地(2.aha) 横浜市営地下鉄横浜4号蛸用地
/Ll益端蛤用地(8.9ha) r寮零､載便局等

遍 陵 を 葡 ･恕

都市サービス､引画的施設

立地などを通じて､さまざまな人々を

吸引する "自己主張 をもつセンタ-"

をめざします｡

●タウンセンターの構成

(貰う.食べる･飲む)

(使 う) 商業･飲食輔旨 く働 く)

公共公珊 集株センタ-襟能

タウンセンター

セ禦 鮎 孟 禦 E
棚 コミュニティ レジャー-

センター輔E
(見る･即く) (ふれあい伽 ) (する.学ぶ.遊ぶ)

(住t,･真吾る憩う)

凡例 第2地区
公共施設用地 公益的施娘用地 ○新前広場 地下旺車鳩

1 -道路 駅前広場等 l 】医療施設 ○ノンポル広場

r ~~ 1歩行者卑用道指 I l行政施設 ○ンンポル述指

中央地区 I L･ ｢l商業･薬事美施投等 伽圭宅 朝市転借公団劇 ヒ即発局
F ] 1 1払市運営施設 ○溝北二ュ-タウ/まちづくり舘

04真的捜合施放 (共同化美事嘉街区)
01真的複合施u (公団用地)

◎鑑全病院

0郵便局

●T■7f

QL広場 (公的蛙手甥)

○ピソネスコ7'(仮称)

兼l地区 ●核的複合施投 (公EZl用地)

●ンノボノレ広場 ●広場 (公的駐車場)

○シノ4-ノL,道路

●JFLIJL

耶 浜市歴史博物卓官

●ブラザビル (仮称)

●様的複合施設 (共剛ヒ弗枕的区)

発行/1995年9月
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タウンセンター
INFRASTRUCTURE

都市基空藍と空間デザイン

魅力ある都市空問であるために

街づくりの考え方と空間デザイン

タウンセンターが首都圏を意識した､ i

横浜市北部に位置する広域拠点を形成

するためには､魅力的で調和のとれた

街づくりを推進する必要があります｡

そこで地権者､市､公団の関係者の間

で ｢タウンセンター開発推進協議会｣
という街づくり組韻は 発足 させ､さま

ざまな観点から魅力ある街づくりの検

討が続けられています｡

タウンセンタ-の建言針ま､地権者の

申し合わせにより取り決められた ｢街

つくり協定｣というガイドラインに沿

って行われますoこの基本的な考え方

に基づいて､街の公共デザインは横浜

の "新たな山の手"の創造をコンセプ

トに､人の交流を育み､賑わいと活気

に満ちた空間づくりを心がけていますO タウンセンター街なみイメージ

地域冷暖房
プラント

●衝づくり協定の基本的な考え方

①共同化､協調化による一体的な翁づくり
(訂脹わいの連続した街づくり
(勤奥行き発見のある街づくり
④建物の個性と通りのイメージが共鳴する街づくり
(9小さな魅力のちりばめられた街づくり
⑥利便性の高い街づくり
これらの考え方に基づいて､具体的なta定項目がそれぞれ
定められています｡

商業施設イメージ

駅前広場地下g主車鳩完成予想図

共同瀦

充実した都市基盤

21tLr紀の理想都市をめざすタウンセ

ンタ-は､都市基盤も充実しています｡

【駅前広場地下駐車場】

車で訪れる利用者に対応するため､

南北のセンター駅前に地下駐車場を設

LyLます｡

【地域冷暖房施設】

省エネ､大気汚染防止､都市景観の

向上なとを目的に､地域冷暖房システ

ムを導入して快適な都市空間を実現 し

ますO

【電線類の地中化】

タウンセンター内の主要道路地下に

共 同溝 を設置 して ,電気 ､電話 ､

CATVなどのケ-ブル頬､水道､地域

冷噴房システムなどの配管頬を収容 し

ます｡また､共同溝を設置しない路線

には､電線類のみを収容する電線共同

溝を設置 しますO

発行/1995年9月
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タウンセンター
TOWNCENTER1

第 1地区･センター∃ヒ駅周辺

核的複合施設と文化施設が
バランスよく立地
●第1地区土地利用図

㊨

中山 .北山EEl繰
･.書_鰐j__-_-..--Y"Fl■■ぜ2'T3r-北駅-..-.-.

(r 号挨 腐'la:亡』C≡丑国FLo｣` - ==

横浜市高速鉄道 ･センター北駅 を

中心に展開するタウンセンター ･第1

地区.

約278haの地区面積に､駅ビル ･ブ

ラザビル (仮称)､商業 業務施設など

が集う核的複合施設が立地｡駅へのア

プロ-チとなるシンボル広場は､水

線 ･光をデザインモチ-フとした魅力

的な広場として計画されていますO

センタ-北駅南東側には横浜市歴史

横浜市歴史博物館

センター北駅前広場

凡例

公共鬼没用地

t l道路 駅前広場等

l -l歩行者専用道指
I l公園掛金持道
/ji益的施娘用地
i l福祉 文化編hA

[ J都市運営施投
中央地区I l

貫l地区
○駅前広場 地下Li手嶋

●ンンポル広場

○ンノ=fル道路

OJFL/"t

O横浜市歴史博物館
○プラザヒル (仮称)

●は州見合施泣 (共同化義持3T区)

○枝的複合施設 (公田用地)
○市民文化ホール (仮称)
○広塩 (公的姓Jl娼)

●タウンセンターの用要
1 地区面摘

第1地区 約278ha

2 地区スケール
南北 ‡勺700m､東西 約400m

第1地区シンボル広場イメージ
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タウンセンターTOWNCENTER2

第2地区･センター南駅周辺

港北ニュータウンの拠点にふさわしい
都市機能が充実
●第2地区土地利用Egl

横浜市高速鉄道 ･センター南駅を

中心に､港北ニュ-タウン前夫の総合

公Eilを含む､約45haの広さで展開する

第2地区｡

核的複合施設を中心に､商業施設､

ビジネスコアなどが立地する予定｡公

共サービス施設もこの地区に集中して

おり､都筑区総合庁舎(開設済)をはじ

め､暫察箸､郵便局のほか､港北ニュー

タウンのみならず､横浜市北部地域の

医蝶拠点となる総合病院も計画中です｡

また､中心部にはシンボル広場が配

TaLされ､約2地区のア

イデンティティーを表

現しています｡湖北ニ

ュータウンの中心地と

してふさわしい､高度

の都心僧三と自然性を備

えたセンターの形成を

めざしています｡
第2地区駅前広場
イメ-ジ

凡才l

公共掩Zi用地

⊂二.コ ■LII;FiF.dJI

⊂二二二二二二コ JQ AINld)

公益的沌E生用地
【二二二二二コ 丘●JiL?
l l行aJi旺

[二二二二二二コ NLht1tItJitl

⊂:二二二二:コ JL■･JlR垢tl■

⊂二二三=コ CTTliltAZl

中やLIES

r二二二二二二:コ

兼2地区
●伽 C.LL L+TLlt4

●シンボル広4

●//ポル述Z&

○馳 合J7舎

●仕丁 ■qltIL::LL+ltEI叫
○沌*=ユータウン壬もつくりFE

●潅北ニュータウン松伏給わ)

011的理会足技 (共同化義持街区)

01的 吐合JS於 (公日用鵠)

●鑑全病院

●軽便J8
●暮事BF

●広場 (公的杜半場)

○ビジネスコア (仮称)

●也舌J.dE

●タウンセンターの耽要
l 地区面梼

窮2地区 的45ha

2 地区スケール

南北 約700m,煎西 約650m
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